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 件　名 旧西長沼小学校財産処分に係る損害賠償命令請求事件の判決確定について

 

概　要

令和7年4月25日に長沼町民2名が原告となり、長沼町に対し旧西長沼

小学校の財産処分に関する損害賠償命令請求が札幌地方裁判所に提起され

ておりましたが、この度、判決が確定しましたのでお知らせします。

 
参　考

詳細につきましては別紙をご参照ください。 

本件に係るお問合せにつきましては、長沼町総務財政課総務係 

（☎0123-88-2111）へお願いします。



旧西長沼小学校財産処分に係る損害賠償命令請求事件の判決について（判決書概要） 

 

令和7年4月25日(事件番号:令和7年(行ウ)第9号)に長沼町民2名が原告となり、長

沼町に対し旧西長沼小学校の財産処分に関する損害賠償命令請求が札幌地方裁判所に提起

されておりましたが、令和8年4月8日、札幌地方裁判所から判決が言い渡されましたの

でご報告いたします。 

 

 

 

 

原告らの訴えを退ける判決となり、原告らは控訴しなかったため、判決は確定いたしま

した。

１　原告らの請求を棄却する。 

２　訴訟費用は原告らの負担とする。

 

齋藤町長が旧西長沼小学校の売買契約を締結したことは、以下の事情に照らし、裁量

権の逸脱濫用で違法である。よって、長沼町は、齋藤町長に対し、6,300万円及びこれに

対する令和7年5月25日から支払済みまで年3％の割合による金員の支払を請求せよ。 

１　本件売買価額である3,540万円が低廉であること。 

２　複数の鑑定を行わなかったこと。 

３　本件建物を0円と評価して売却したこと。

訴えの内容 

判 決 主 文 

 

１「当該普通地方公共団体の長の判断が裁量権の範囲を逸脱し又はこれを濫用するも

のと評価されるときでなければ、当該契約に定められた売却価額をもって直ちに当

該契約の締結が違法となるものではない。」とする、最高裁判決（平成25年3月28

日）を判断枠組みとする。 

２　売買価額は、鑑定評価書の評価額と一致しており、鑑定評価等において適正とさ

れた価格を下回るものではなく、また、鑑定評価書が不合理であるということはで

きず、売買価額が適正でなかったということはできない。 

３　売買契約に当たって、複数の不動産鑑定士による鑑定が必須であるという事情が

あると認めることもできない。 

４　不動産の鑑定評価を行った鑑定士は、土地と建物を一体として鑑定を行い、不動

産の売買価額は鑑定評価書の評価額と一致しており、売買価額は、鑑定評価等にお

いて適正とされた価格を下回るものではなく、原告らが指摘する売買価額の内訳に

ついては、売買契約の違法性を基礎づける事情であるということはできない。 

 

以上のとおり、齋藤町長の判断が裁量権の範囲を逸脱し又はこれを濫用するもの

と評価することはできず、本件売買契約の締結が違法であるということはできない。 

よって、齋藤町長の損害賠償責任の有無及び損害額については、原告らの請求に

理由がない。 

判決の要旨 


